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 非 対 称 型ユーロピウム錯体、 Eu(hfa)3(TPPO)2 を ポ リ フェニルシルシスキオキサン

（polyphenylsilsesqioxane：PPSQ）中にドープすることにより、錯体の非対称構造に基づくレーザー発振特
性の向上を明らかにした。さらに、配位子場を非対称化させることにより、Eu(hfa)3(TPPO)2 よりも優れ

たレーザー発振特性を導くことに成功した。これらのユーロピウム錯体の非対称構造は X線構造解析によ

り明らかにし、その非解消構造に基づく電子遷移許容化の程度は量子化学計算（Judd-Ofelt 解析）により

見積を行なった。これらの解析結果から、ユーロピウム錯体の発光特性向上には非対称構造が極めて重要

と結論した。 

 さらに、非対称配位子場を有するユーロピウム４核錯体（クラスター）の合成も行なった。このユーロ

ピウム多核錯体は強発光特性とともに「熱耐久性」にも優れ、３００℃以上の加熱においても発光特性を

維持できることが明らかとなった。この特異的な「熱耐久性」は４つのユーロピウムイオンからなるネッ

トワーク構造が重要と考えられる。さらに、配位子による「配位部位の非対称構造」が優れた発光特性を

可能にしていると結論づけた。本研究は、強発光特性を示す希土類錯体を材料へ展開する上で興味深い成

果である。 

 また、以上の考え方を応用することにより、強発光テルビウム錯体の合成にも成功した。このテルビウ

ム錯体は強発光特性の他に「発光強度の高い温度依存特性」を有することも明らかにした。この「発光強

度の高い温度依存特性」はテルビウムイオンから非対称型配位子へのエネルギー移動過程に起因すること

も明らかにした。 
※ 成果の公表を見合わせる必要がある場合は、その理由及び差し控え期間等を記入した調書(A4 判縦長横書 1 枚)を  
添付すること。 
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